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　四
しのへふみたか

戸史嵩さん・佑
ゆうり

理さん夫妻（北）は、昨年10月に結婚し、移住体験プログラムや町内で行われ
たイベント等を通して本町に魅力を感じたことを機に、移住しました。
　小国への移住のきっかけとしてお二人は、「この町は、人と生き物と自然が共生しようとする姿が
みられることや、町民のかたのあたたかさを数多く感じられることに惹かれて移住を決めました。
現在、私たちはカモスクでブックカフェを開くための準備を行っており、９月末のオープンを目指
しています。『人生を醸す』というカモスクのコンセプトを受け継ぎ、皆さんに喜んでもらえるよう
な場を作り上げたいと思います。」とこれからの抱負もお話いただきました。
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　　全国的に急激な高齢化が進む中で近年、健康意識の高まりと合わせ、「健
康寿命」の延伸の重要性についても大きな関心が寄せられています。
　今回は、健康寿命について紹介するとともに、町が行っている健康づくり
事業や健康づくりの取組みに携わっているかたの話をうかがいながら、いつ
までも健康に過ごせる環境づくりについて考えます。
　

健康に暮らせる暮らせるまちづくり 
～健康づくりのあり方と取組み～
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高
ま
る
健
康
意
識

９
期
小
国
町
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
よ
れ
ば
、
２
０
４
０
年
度
で
は

65
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
１
７
人

で
、
高
齢
化
率
は
４
６
・
７
％
に

な
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
行
す
る
こ
と
は
、
高

齢
者
本
人
に
と
っ
て
も
負
担
と
な

り
ま
す
し
、
介
護
や
医
療
を
必
要

と
す
る
人
が
増
加
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
、
支
え
手
の
確
保
や
、

家
族
に
よ
る
介
護
等
の
負
担
も
大

き
く
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、「
健
康
寿
命
」

と
い
う
言
葉
が
近
年
、
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
と
は
「
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
に
制
限

の
な
い
期
間
の
平
均
」
と
定
義
さ

れ
て
お
り
、
一
般
的
に
よ
ば
れ
て

い
る
平
均
寿
命
と
は
異
な
り
、
自

分
自
身
の
力
で
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
と
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
令
和
７
年
版
の
高

齢
社
会
白
書
で
は
、
令
和
４
年
時

点
の
健
康
寿
命
は
男
性
が
72
・
57

年
、
女
性
が
75
・
45
年
と
な
っ
て

お
り
、
同
年
度
の
平
均
寿
命
と
比

べ
て
約
10
歳
程
度
短
い
数
値
を
示

　

現
在
、
日
本
に
お
い
て
は
医
療

技
術
の
進
歩
や
生
活
環
境
、
食
生

活
の
改
善
な
ど
に
よ
り
寿
命
の
延

伸
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
全
国
的

に
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
内

閣
府
が
と
り
ま
と
め
た
「
令
和
７

年
版
高
齢
社
会
白
書
」
に
よ
る
と
、

令
和
６
年
10
月
１
日
現
在
の
、
全

国
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
３
６
２

４
万
人
、
高
齢
化
率
は
29
・
３
％

と
な
り
過
去
最
高
の
水
準
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
75
歳
以
上
の
人

口
は
２
０
７
８
万
人
と
な
り
、
総

人
口
の
16
・
８
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

本
町
に
目
を
向
け
る
と
、
２
０
２

０
年
国
勢
調
査
時
点
で
の
高
齢
化

率
は
40
・
６
％
、
２
０
２
６
年
４

月
に
お
け
る
住
民
基
本
台
帳
上
の

高
齢
化
率
は
43
・
３
％
と
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
る
数
値
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
高
齢
化
率
は
上

昇
を
続
け
る
と
さ
れ
て
お
り
、「
小

国
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
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健康寿命と平均寿命の比較

男
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女
性

（歳）
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（出典）内閣府　令和７年版高齢社会白書

8.48年
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講
師
で
あ
る
お
ぐ
に
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
Ｙ
ｕ
ｉ
の
後
藤
園
恵
ク
ラ
ブ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
こ
の
教
室
で

は
、
脳
を
活
性
化
す
る
た
め
手
指

を
使
っ
た
手
遊
び
、
ケ
ガ
の
予
防

に
つ
な
が
る
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
膜

リ
リ
ー
ス
、
使
っ
て
貯
め
る
筋
肉

貯
筋
の
「
貯
筋
運
動
」、
音
楽
に
合

わ
せ
て
全
身
を
使
う
ラ
ダ
ー
運
動

な
ど
を
行
い
、
家
庭
で
も
継
続
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

で
３
年
目
と
な
る
た
め
、
家
庭
で

貯
筋
運
動
を
実
践
し
て
い
る
か
た

も
増
え
、
年
に
２
回
の
効
果
検
証

で
会
話
を
交
わ
す
な
ど
、
参
加
者

は
心
身
共
に
充
実
し
た
時
間
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
室
の
参

加
者
の
一
人
で
あ
る
佐
野
喜
知
子

さ
ん
（
緑
町
）
は
、「
こ
の
教
室
が

始
ま
っ
た
頃
か
ら
ほ
ぼ
欠
か
さ
ず

参
加
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
足
を

骨
折
し
て
し
ま
い
大
変
な
思
い
を

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
状
態
で
は

筋
肉
が
衰
え
て
し
ま
い
、
日
常
生

活
を
自
分
で
送
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
か
ら
は
筋
肉
も
少
し
ず

つ
戻
っ
て
き
た
感
覚
は
あ
り
、
今

は
と
て
も
楽
し
く
生
活
を
送
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
だ
け
で

な
く
、
ほ
か
の
参
加
者
と
話
を
し

て
笑
い
合
え
る
時
間
が
あ
る
こ
と

も
良
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
機
会
を
提
供
し
て
く
れ

る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。」
と
参
加
後
の
心
身
の

変
化
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
の

▲教室に参加する佐野喜知子さん（写真左）

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

毎
日
の
健
康
習
慣
を
少
し
ず
つ
で

も
継
続
す
る
こ
と
大
切
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
健
康
寿

命
を
お
び
や
か
す
も
の
が
「
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）」
と
よ
ば
れ
、
フ
レ

イ
ル
は
、
健
康
な
状
態
と
要
介
護

状
態
の
中
間
の
状
態
を
指
す
も
の

で
あ
り
、
身
体
的
、
精
神
・
心
理

的
な
ど
複
数
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
が
起
き
る
原
因
と
し
て

は
、
加
齢
な
ど
に
よ
る
移
動
機
能

の
低
下
や
、
人
と
の
交
流
が
希
薄

に
な
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
で
は
フ

レ
イ
ル
予
防
に
向
け
た
取
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

「
筋
力
ア
ッ
プ
！
フ
レ
イ
ル
予
防

教
室
」
で
す
。
こ
の
教
室
は
、
軽

い
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
か
ら
始
ま
り
、

参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
交
え
な
が
ら
、
終
盤
に
か
け
て

手
の
動
き
を
入
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、

身
体
を
無
理
の
な
い
範
囲
で
動
か

し
な
が
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

健
康
を
自
身
で

　
　
　
　
　
つ
く
る

▲教室の講師を務める後藤クラブマネージャー

し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
健
康
寿
命
を
高
め
る
こ
と

は
様
々
な
点
か
ら
必
要
不
可
欠
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
病
気
に
な
ら
な
い
身
体
づ

く
り
や
、
心
身
の
機
能
低
下
を
防

い
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
は
重
要
で
あ

り
ま
す
。
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町
で
は
、
車
社
会
や
冬
期
に
雪
が

降
る
地
域
特
性
な
ど
が
原
因
の
運

動
不
足
や
、
塩
分
の
高
い
食
生
活
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
な
ど
が
健
康

に
対
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
40
～
50
代
の
肥
満
の
か
た

が
町
全
体
で
多
く
、
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者

の
か
た
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
世

代
、
働
く
世
代
か
ら
の
健
康
づ
く

り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、『
健
康
の

見
え
る
化
』
に
向
け
た
取
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取

組
み
と
し
て
は
、
体
組
成
計
の
導

入
に
よ
る
体
重
、
体
脂
肪
率
、
筋

　

町
民
が
主
体
と
な
っ
て
参
加
し

て
行
う
健
康
づ
く
り
や
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
て
の
取
組
み
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

町
健
康
福
祉
課
の
井
上
ひ
と
み
地

域
保
健
担
当
主
査
と
結
城
邦
拓
主

任
保
健
師
は
、
町
の
健
康
に
対
す
る

課
題
と
取
組
み
に
つ
い
て
「
小
国

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
向
上

ま
た
は
現
状
維
持
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防

事
業
は
、
誰
も
が
寝
た
き
り
に
な

ら
ず
、
最
後
ま
で
自
分
の
足
で
歩

き
、
自
立
し
た
生
活
が
送
ら
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
と
し
て
も
、
参
加
者
の
か
た

に
教
室
を
と
お
し
て
、
姿
勢
な
ど

の
維
持
や
楽
に
体
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

成
功
体
験
を
重
ね
な
が
ら
、
継
続

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

肉
量
な
ど
の
把
握
や
野
菜
摂
取
量

測
定
（
ベ
ジ
メ
ー
タ
ー
）・
血
管
年

齢
測
定
の
実
施
、
そ
し
て
今
年
度

よ
り
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
歩
行
解

析
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
組
み
を
も
と
に
、
町
民
の
か

た
が
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
、
自

分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
い
、

健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
に
早
い
段

階
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も

10
月
19
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
健

康
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
講
座
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。」

と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、
町
民
皆
さ

ま
が
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
今
年
度

が
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
「
小

国
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
と
、

令
和
６
年
度
か
ら
６
年
間
の
計
画

期
間
中
で
あ
る
「
第
５
期
小
国
町

健
康
増
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
健

康
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
見
え
る
化
」
で

　
　
　
よ
り
健
康
に

▲体組成計による測定の様子

福祉職転入定住奨励金を贈呈しました
　町では、今年度より町外から転入し、町内の福祉事業所に就職
されたかたを支援する「福祉職転入定住支援事業」を開始しました。
対象職種は、保育士のほか、介護福祉士、社会福祉士なども対象
となります。
　今回、申請者第１号として、本年１月に本町に転入し、認定こ
ども園すみれ保育園に就職された今野知佳さん（小国町）が、７
月９日に行われた贈呈式において、町長から目録が手渡されまし
た。今野さんからは「このようなありがたい制度を知ってもらい、
もっと小国に来てくれる人が増えると嬉しい」と話がありました。
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　白い森学習支援センターが主催する「まご楽校」

が６月27日、旧北部小中学校で開催されました。

　当日は小中学生、小国高校生など25人が参加し、

地域のかたがたに笹巻きのつくり方を教えてもら

いました。

　参加した小学生は「昨年も参加し、今年はより

上手につくることができました」、「笹を丸めてコ

メを入れる動作が難しかったですが、講師のかた

に教えてもらいながら最後は上手にできました。」

と話していました。

「まご楽校」笹巻きづくり体験「まご楽校」笹巻きづくり体験

昔からの伝統を地域のかたから学ぶ昔からの伝統を地域のかたから学ぶ

食べて学ぶ地産地消給食食べて学ぶ地産地消給食

町内産ブランド食材を味わう町内産ブランド食材を味わう

クマ出没対策研修会クマ出没対策研修会

出没要因を考えて対策を出没要因を考えて対策を

　７月２日、小国町観光協会が主催するクマ出没

対策研修会がおぐに開発総合センターで行われ、

町内で観光業などに従事するかたなど約20人が参

加しました。

　研修会では、合同会社東北野生動物保護管理セ

ンター技術員を講師に迎え、クマの習性や出会っ

た時の対処法などの講話とクマスプレーの使用訓

練を行いました。参加者は、クマの出没に関する

知識を再確認し、講師との質疑応答等を行いなが

ら、それぞれの現場での対応策について学びを深

めていました。

　７月10日、町内各小中学校において、町内産ブ
ランド食材から小国町再発見」をテーマに食べて学
ぶ地産地消給食が提供されました。
　この日の献立は、町内で生産されている県のブラ
ンド魚「ニジサクラ」の混ぜご飯のほか、町内産の
野菜や県産牛肉を使った「牛肉の旨煮」「なめこ汁」。
　小国小学校では食育指導として６年生を対象に、
県水産技術振興センターの研究員による「ニジサク
ラ」の誕生から出産、出荷についての講話と会食が
行われ、児童からは「今まで食べたご飯の中で一番
美味しい」「小国でとても美味しい魚がつくられて
とても光栄」という感想が聞かれました。

▲講師に教わりながら笹巻きづくり

▲ニジサクラの混ぜご飯をほおばる
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第２回小国学講座第２回小国学講座

大里峠を歩き歴史を学ぶ大里峠を歩き歴史を学ぶ

泥んこフェス開催泥んこフェス開催

泥にまみれて熱戦を展開泥にまみれて熱戦を展開

　講話や現地見学を通し町の歴史を深く学ぶ小国

学講座（小国町教育委員会主催）の今年度２回目

の講座となる「大里峠を歩き学ぶ」が、７月11日

に開催されました。

　当日は町内から４人が参加し、関川村沼側から

入山し、約５時間30分かけて大里峠越えトレッキ

ングを楽しみました。鉱山跡や地蔵堂、凶霊供養

塔など随所で由緒や伝説について講師に解説して

いただき、人々が盛んに行き来していた峠道の姿

に思いを馳せました。

　７月 20日に東部地区体育協会（伊藤正俊代表）

主催の「泥んこフェス」が叶水地区において開催さ

れました。このイベントは今年で８回目の開催とな

り、東部地区のかたをはじめ、協力隊員、小国高校

生などで組まれた計９チームが出場しました。

　当日は泥に覆われた田んぼを会場としてドッジ

ボール競技が行われ、参加者は、時折泥の中に倒れ

こむなど体中が泥だらけになりながらもボールを追

いかけ、晴天の中での熱戦を繰り広げていました。

第 32 回白い森ニュースポーツ大会開催第 32 回白い森ニュースポーツ大会開催

競いながら地域間の交流を楽しむ競いながら地域間の交流を楽しむ

　第32回白い森ニュースポーツ大会が、７月12日に

町民総合体育館と小国小学校体育館を会場に開催され

ました。当日は200人近くの町民が参加し、ソフトバ

レーボール、カーリンコン、スポレックの３種目で熱

戦を繰り広げました。スポレック競技では、ラリーが

続くたびに歓声が上がり、点数を決めた際には地区全

体で盛り上がっている様子がみられました。
【総合順位】優勝 沖庭地区／準優勝 町岩東地区／第３位　東南部地区

【各種目別優勝地区】
ソフトバレーボール 沖庭地区／カーリンコン 沖庭地区／スポレッ
ク 白沼地区▲スポレック競技の様子
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　「七夕と流しそうめん」

　地域おこし協力隊　中村　史龍

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
56
～

！！

　

７
月
10
日
㈮
に
、教
科
横
断
授
業
「
現

代
の
諸
課
題
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
学
年
オ
ー
プ
ン
で
、
教
科

横
断
的
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
ん
で
取
り

組
む
、
新
し
い
形
の
学
び
で
す
。

　

今
回
は
、
商
業
×
社
会
×
体
育
×
国

語
の
「
競
争
は
社
会
を
幸
せ
に
す
る
の

か
？
」、
理
科
×
家
庭
科
×
国
語
の
「
個

性
・
普
通
と
は
何
か
？
」、
英
語
×
体

育
×
数
学
の
「
地
球
の
国
旗
を
デ
ザ
イ

ン
し
よ
う
！
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

〈「
競
争
は
社
会
を
幸
せ
に
す
る
の
か
？
」

に
参
加
し
た
生
徒
の
振
り
返
り
〉

　

「
競
争
が
な
い
と
、
一
定
の
ラ
イ
ン

で
満
足
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
競
争

を
す
る
こ
と
で
個
人
と
し
て
も
成
長

で
き
る
し
、
社
会
と
し
て
も
成
長
は

で
き
る
と
思
う
。
し
か
し
、
能
力
の

差
な
ど
不
平
等
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
格
差
が
大
き
く
な
ら
な

い
よ
う
に
法
律
や
国
同
士
の
ル
ー
ル

を
決
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。」

～
教
科
横
断
授
業
「
現
代
の
諸
課
題
」
～

　小国高校の県外留学生が生活している寮でハウス

マスターをしている中村です。

　７月上旬に地域のかたに竹取りへ連れていってい

ただき、寮で七夕の短冊と流しそうめんをしました。

寮生自ら竹を切ったり、粉からそうめんを作ったりす

る中で、季節のイベントを楽しむことは大事だと感じ

ました。留学生は、単身で小国に来て、色々なことが

ありながらも頑張って生活しています。町民のみなさ

んにもぜひ温かい目で見守っていただき、留学生を見

かけたら声をかけたり、地域行事等に誘っていただけ

ると幸いです。どうぞよろしくお願いします。



2026.8広報おぐに

9

令
和
８
年

令
和
８
年  

第
６
回

　

第
６
回

　

        
        

　
　
小
国
町
議
会
臨
時
会

　
　
小
国
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
８
年
第
６
回
臨
時
会
が
７

月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
４
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に
２
億
58
万
円
を
追
加 　

  

　

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
に
対

す
る
支
援
の
費
用
な
ど
、
一
般

会
計
に
２
億
58
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

70
億
６
１
７
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

猟
友
会
員
に
対
す
る
支
援　

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
に
必
要
な

銃
弾
の
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
捕
獲
を
担
う
猟
友
会
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
銃
弾
の

購
入
費
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

町
内
事
業
者
を
支
援　

　

町
内
唯
一
の
酒
造
会
社
が
、
原

料
で
あ
る
酒
米
等
の
大
幅
な
価
格

高
騰
の
大
き
な
影
響
を
受
け
製
造

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
価
格
高
騰
分
の
一
部
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
加
え
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
通
じ
た

消
費
喚
起
を
促
す
事
業
に
つ
い

て
、
全
体
事
業
費
を
拡
大
し
、
商

業
者
等
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

白
い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
ア
ス
モ
の
土
地
・
建
物
の
取
得

　

町
民
の
暮
ら
し
や
買
い
物
環
境

を
維
持
す
る
た
め
、
ア
ス
モ
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
破

産
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
協
同

組
合
小
国
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
と
株
式
会
社
小
国
い
き
い
き
街

づ
く
り
公
社
が
保
有
す
る
不
動
産

を
取
得
し
て
、
そ
の
基
盤
を
整
え
た

上
で
、
そ
の
実
施
設
計
業
務
に
も
着

手
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　これから「野生きのこ」のシーズンを迎えるにあ
たり、次の事項に留意してください。
①「野生きのこ」は生育環境の違いにより放射性物

質の濃度にばらつきがあるため、出荷前の検査を徹

底し、安全性を確認してから出荷してください。な

お、出荷には「フリーマーケットサイト等による通

信販売」も含まれますので、注意してください。

②特に「チチタケ」、「サクラシメジ」、「コウタケ」は、

過去に基準値を超える放射性物質が検出されています

ので、自主検査を徹底し、安全性を確認してください。

③小国町産の「野生きのこ（ナメコ、クリタケ、ト

ンビマイタケ、マイタケ、ムキタケ、ナラタケを除

く）」については、出荷自粛を行っておりますので

出荷・販売はお控えください。

■問合先　置賜総合支庁産業経済部森林整備課普及

担当（☎0238-26-6065）または農林振興課森林振興

担当（☎62-2408）へ

「野生きのこ」の放射性物質に注意してください「野生きのこ」の放射性物質に注意してください 歯周疾患検診を受けましょう！歯周疾患検診を受けましょう！
　高齢期における健康を維持し、食べる楽しみをい
つまでも得られるよう、歯を失う大きな原因となる
歯周疾患を予防しましょう。
　対象者のかたには７月21日付けで受診券や受診
票などを送付しています。　
■対　象　昭和 25年４月１日から昭和 26年３月

31日までに生まれたかたで、山形県後期高齢者医

療被保険者のかた

■期　間　８月１日㈯から12月 31日㈭まで

■場　所　山形県歯科医師会に所属している歯科医院

■料　金　無料

■持ち物　受診券、受診票、山形県後期高齢者医療

の資格を確認できるもの（マイナ保険証、資格確認

証など）

■その他　体調がすぐれない場合は受診を見合わせ

て、体調が落ち着いてから受診をしてください

■問合先　山形県後期高齢者医療広域連合事業課

（☎0237-84-7100）へ
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おぐに開発総合センターの利用についておぐに開発総合センターの利用について

納税相談のご案内納税相談のご案内
　平日の日中に、町の税金や保険料の納付、納付に関する相談を行うことが困難なかたのため、休日と夜間
に納税相談の窓口を開設します。納期限までに納付できない事情のあるかたは、この機会にご相談ください。
■対　象　町の税金や保険料（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期

　　　　　高齢者医療保険料）の納付と納付に関する相談

■日　時　①夜間窓口　８月18日㈫～21日㈮　17時 30分～ 20時

　　　　　②休日窓口　８月22日㈯　９時～16時 30分

■場　所　小国町役場　税務課（休日・夜間納税相談においでの際は、役場の正面玄関からお入りください）

■その他　ご相談や納付は通常の役場開庁時間でも承ります。

■問合先　税務課収納担当（☎62-2403）へ

第62回小国町戦没者追悼式のご案内第62回小国町戦没者追悼式のご案内

　白い森おぐに総合文化センター（次期総合センター）への移動準備に伴い、８月30日をもって、　白い森おぐに総合文化センター（次期総合センター）への移動準備に伴い、８月30日をもって、
おぐに開発総合センターの温泉と会場の利用を終了とします。おぐに開発総合センターの温泉と会場の利用を終了とします。
　また、センター図書室も同日をもって閉室といたします。皆さまのご理解とご協力の程よろし　また、センター図書室も同日をもって閉室といたします。皆さまのご理解とご協力の程よろし
くお願いいたします。くお願いいたします。
〇お盆期間の営業について〇お盆期間の営業について
　　８月13日㈭は温泉、図書室ともに15時までとなります。（温泉受付は14時 30分まで）８月13日㈭は温泉、図書室ともに15時までとなります。（温泉受付は14時 30分まで）
　８月14日㈮、15日㈯は通常通り営業いたします。　８月14日㈮、15日㈯は通常通り営業いたします。
〇温泉回数券について〇温泉回数券について
　未使用分の払い戻しはおこないませんので、温泉回数券をお持ちのかたは、営業終了日までご　未使用分の払い戻しはおこないませんので、温泉回数券をお持ちのかたは、営業終了日までご
利用ください。利用ください。
〇図書の貸出しについて〇図書の貸出しについて
　一般図書・雑誌・児童書・絵本の貸出しについては、７月31日㈮までで終了しています。　一般図書・雑誌・児童書・絵本の貸出しについては、７月31日㈮までで終了しています。
　なお、相互貸借及び遠隔地返却サービスを利用して県立図書館から図書を借りられたかたは８　なお、相互貸借及び遠隔地返却サービスを利用して県立図書館から図書を借りられたかたは８
月18日㈫までにセンター図書室へご返却ください。　　月18日㈫までにセンター図書室へご返却ください。　　
■問 合 先■問 合 先　おぐに開発総合センター（☎62-2141）へ　おぐに開発総合センター（☎62-2141）へ

　戦争で亡くなられた小国町出身者の諸英霊のご冥
福をお祈りするため、第62回小国町戦没者追悼式
を挙行いたします。
■日　時　８月６日㈭　10時開式
■場　所　小国町健康管理センター　風のホール
　　　　　※例年と会場が異なりますのでご注意く
　　　　　　ださい。
■服　装　一般のかたは平服でお越しください
■その他　今年度は小国中学校の生徒のかたから　
　　　　　「平和を願うメッセージ」を朗読いただ
　　　　　く予定です
■申　込　会場の準備の都合がありますので、８月
　　　　　４日㈫までお申込ください。
■申込先　健康福祉課福祉担当（☎61-1000）へ

第65回少年の主張　小国地区大会第65回少年の主張　小国地区大会
　中学生を対象とした「第65回少年の主張小国地
区大会」が、下記のとおり開催されます。中学生の
熱い思いをぜひ会場でお聞きください。
■日　時　８月28日㈮14時 35分から

■場　所　小国町役場４階大会議室

■問合先　小国町防犯協会

　　　　　（町民課町民生活担当・☎62-2261）へ
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人権擁護委員委嘱状交付及び退任感謝状伝達が行われました
　人権擁護委員として、新たに伊藤正俊さん（叶水）が委嘱され、７月３日に委嘱状の交付が行われま
した。任期は令和11年６月30日までです。
　また、同日に５年間人権擁護委員を務められた繁村弘美さん（幸町）の退任にあたり、法務大臣から
の感謝状が贈られました。

小国町農業委員会の新しい委員・推進委員が決まりました
会長に　山口　満　氏　／　職務代理者に　小嶋　剛　氏

横 山　隆 藏
（委員／小玉川）

金　　敦 子
（委員／小渡）

山 口　　満
（委員／大石沢）

大 谷　健 人
（委員／西）

舟 山　孝 夫
（委員／若山）

小 嶋  　剛
（委員／町原）

安 部　　茂
（委員／小股）

金　　富 雄
（推進委員／若山）

伊 藤　照 幸
（推進委員／河原角）

井 上　昌 樹
（推進委員／岩井沢）

塚 原  　浩
（推進委員／舟渡）

　７月 21 日に小国町議会６月定例会において同意を得た農業委員７人に仁科町長から辞令が交付

されました。

　農業委員会は農業委員と各地区において農地利用の最適化を推進する農地利用最適化推進委員で

構成され、担い手の農地集積や遊休農地対策、新規参入の促進などの業務を行います。

　７月 21 日には新しい農業委員による初めての農業委員会総会が開催され、会長と職務代理者が

選出されました。７月 24 日の農業委員会では、農地利用最適化推進委員に５人のかたが委嘱され

ました。委員の任期は令和 11 年７月 19 日までとなります。

舟 山　重 浩
（推進委員／岩井沢）

▲伊藤正俊さんへ委嘱状を交付 ▲繁村弘美さんへ法務大臣感謝状を伝達
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生協（COOP）による移動販売（試験運用）を拡大します！生協（COOP）による移動販売（試験運用）を拡大します！
　７月より買い物に不自由な高齢者等に対する支援として、生活協同組合共立社（COOP）によ　７月より買い物に不自由な高齢者等に対する支援として、生活協同組合共立社（COOP）によ
る移動販売を実施しております。８月は停留所を拡大して試験運用いたしますので、ぜひご利る移動販売を実施しております。８月は停留所を拡大して試験運用いたしますので、ぜひご利
用ください。停車場所、到着時間等の詳細は対象地域のかたに全戸配布にてお知らせいたします。用ください。停車場所、到着時間等の詳細は対象地域のかたに全戸配布にてお知らせいたします。
■運 行 日■運 行 日　北部エリア：８月７日㈮、８月21日㈮　南部エリア：８月14日㈮、８月28日㈮　北部エリア：８月７日㈮、８月21日㈮　南部エリア：８月14日㈮、８月28日㈮
　　　　　　※７月の運行（到着時間や停車場所）とは変更になりますのでご注意ください。　　　　　　※７月の運行（到着時間や停車場所）とは変更になりますのでご注意ください。
　　　　　　　エリア拡大に伴い、２週間に１回の隔週運行となります。　　　　　　　エリア拡大に伴い、２週間に１回の隔週運行となります。
■停車時間■停車時間　　各エリアにて15分から20分程度　※交通事情により到着が遅れる場合がございます。各エリアにて15分から20分程度　※交通事情により到着が遅れる場合がございます。
■販売方法■販売方法　現金のみの取り扱いとなります。　現金のみの取り扱いとなります。
■そ の 他■そ の 他　７月及び８月の試験運用を踏まえて、９月からの本格運用を検討していきます。　７月及び８月の試験運用を踏まえて、９月からの本格運用を検討していきます。
■問 合 先■問 合 先　産業振興課商工労働政策担当（☎62-2416）へ　産業振興課商工労働政策担当（☎62-2416）へ
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ガバメントクラウドファンディングに挑戦中！ガバメントクラウドファンディングに挑戦中！
「マタギが導いた癒しの源泉を次世代へ。「マタギが導いた癒しの源泉を次世代へ。

湯道（ゆみち）をつなぐクラウドファンディング」湯道（ゆみち）をつなぐクラウドファンディング」

　　ガバメントクラウドファンディングとは、地域のプロジェクトから寄附先を選ぶ、クラウガバメントクラウドファンディングとは、地域のプロジェクトから寄附先を選ぶ、クラウ
ドファンディング型のふるさと納税です。ドファンディング型のふるさと納税です。
　今回、令和７年に発生した災害により被害を受けた「飯豊温泉」の引湯設備長寿命化工事　今回、令和７年に発生した災害により被害を受けた「飯豊温泉」の引湯設備長寿命化工事
を実施することとしました。飯豊連峰の懐で、長年人々の心身を癒してきた名湯「飯豊温泉」を実施することとしました。飯豊連峰の懐で、長年人々の心身を癒してきた名湯「飯豊温泉」
を次の世代に繋いでいくためにみなさまからのご支援をよろしくお願いいたします。を次の世代に繋いでいくためにみなさまからのご支援をよろしくお願いいたします。
■目標金額■目標金額　10,000,000円　10,000,000円

■受付期間■受付期間　2026年 10月７日㈬まで　　　　　　　　　2026年 10月７日㈬まで　　　　　　　　

■ご寄附の使い道■ご寄附の使い道　甚大な被害を受けた飯豊温泉引湯設備の長寿命化工事　甚大な被害を受けた飯豊温泉引湯設備の長寿命化工事

■お 申 込■お 申 込　インターネットが便利です。　ＵＲＬ：https://www.furusato-tax/5541　インターネットが便利です。　ＵＲＬ：https://www.furusato-tax/5541

■問 合 先■問 合 先　産業振興課白い森ブランド戦略担当（☎87-0821）へ　産業振興課白い森ブランド戦略担当（☎87-0821）へ
※クラウドファンディングとは、インターネット等を通じて不特定多数の人から資金を調達する仕※クラウドファンディングとは、インターネット等を通じて不特定多数の人から資金を調達する仕

組みです。組みです。

※ガバメントクラウドファンディングによって自治体に寄附を行った場合、その寄附金はふるさと※ガバメントクラウドファンディングによって自治体に寄附を行った場合、その寄附金はふるさと

納税制度の対象となり、税控除の対象となります。納税制度の対象となり、税控除の対象となります。

※小国町に住民票をお持ちのかたでも寄附を行うことができ、税控除の対象となります。ただし、※小国町に住民票をお持ちのかたでも寄附を行うことができ、税控除の対象となります。ただし、

お礼の品を受け取ることはできません。お礼の品を受け取ることはできません。

広
告
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●教育振興室　☎ 87-3440　●生涯学習室　☎ 87-3441 ●総合センター ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000　

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ  ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●町立病院通所リハビリテーション ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　https://www.ogunibyoin.jp

　�　８月の税金等の口座振替は、次のとお
りです。振替日の前日まで、指定の口座
に入金してください。

●８月 26 日㈬　
水道料、下水道料、簡易水道料  
●８月 31 日㈪
町県民税、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

介護保険料、住宅使用料、児童福祉使用料

■問合先 
　税務課税政管理室（☎ 62-2403）へ

今月の納税 ２０２６．８

　
保保健健カレカレンンダーダー ＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■８月の広場日程　

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた
■利用時の注意点　
　体調の悪い場合は、利用できません。
■その他
　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談に応じています。
■問合先　子育て支援センター（☎ 090-9015-8330）へ

　町ホームページにおいて、小国町をおもな就
業先としている求人情報を毎週火曜日に更新し
ています。下記の二次元コードよりご覧くださ
い。
　既に雇用が確定している場合もありますの
で、ご了承ください。求人情報の詳細について
は、ハローワーク長井（☎84-8609）へお問い
合わせください。

◀ホームページはこちらから

曜日・日時 時間 申込

あそびの広場 ８/22㈯
９：00～ 11：30・13：00～ 16：00
場所：健康管理センター

不要

なかよし広場 月～金
９：00～ 11：30・13：00～ 16：00

場所：アスモ内または健康管理センター

子育て
講座

ヨガ ８/22㈯ 10：00～ 11：30・健康管理センター
要

エアロビクス ８/27㈭ 10：00～ 11：30・健康管理センター

入札結果情報（令和８年６月 21日～令和 8年７月 20日実施）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工事・事業名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R8.6.29 令和８年度　りふれ受電設備高圧機器改修工事 五味沢地内 R9.3.26 5,807,000 猪野電気工事㈱ 5,600,000

R8.7.1 令和８年度　小国町公共下水道事業小国浄化センター等ストックマネジメント対策実施計画策定業務委託 増岡地内ほか R9.3.1 14,630,000 日本水工設計㈱山形事務所 13,800,000

R8.7.3 令和８年度　小国町簡易水道事業叶水配水池遠方監視設備機器等設置工事 叶水地内 R8.12.25 22,440,000 荏原実業㈱東北営業所 22,000,000

R8.7.6 令和８年度　飯豊温泉引湯設備長寿命化工事 小玉川地内 R8.12.4 68,800,000 ㈱髙橋工務店 68,500,000

R8.7.6 令和８年度　横根スキー場圧雪車購入 小国小坂町地内 R8.12.18 69,175,000 寒河江重車輌㈱南陽営業所 67,400,000

R8.7.7 令和７年度繰越明許費　小学校空調設備整備事業小国小学校アリーナエアコン設置工事 岩井沢地内 R8.12.25 40,930,000 ㈱髙橋工務店 40,700,000

R8.7.7 令和８年度　中学校空調設備整備事業小国中学校特別教室エアコン設置工事 岩井沢地内 R8.11.30 25,930,000 ㈱髙橋工務店 25,800,000

R8.7.10 令和７年度繰越　小国歩道工事物件移転事業防火水槽等撤去工事 緑町地内 R8.11.27 4,387,000 ㈱船山工務店 4,100,000

R8.7.10 令和８年度　道路メンテナンス事業町道足水中里線滝倉橋ほか３橋橋梁補修設計業務委託 滝倉地内ほか R9.2.26 17,670,000 大日本ダイヤコンサルタント㈱山形事務所 15,000,000

R8.7.10 令和８年度　町道長者原内川線岩奥沢橋橋梁補修工事 小玉川地内 R9.2.26 41,680,000 玉川開発㈱ 40,100,000

R8.7.10 令和８年度　道路メンテナンス事業町道若山金目線小豆沢橋橋梁補修工事 古田地内 R9.2.26 25,680,000 大和建設運輸㈱ 25,000,000

R8.7.10 令和８年度　道路メンテナンス事業町道小国停車場西線二の滝橋橋梁補修工事 小国町地内 R9.3.19 40,610,000 ㈱船山工務店 40,500,000

R8.7.10 令和８年度　道路メンテナンス事業町道川下明沢線明沢橋橋梁補修工事 沼沢地内 R9.2.26 39,820,000 遠藤建設㈱ 38,000,000

R8.7.10 令和８年度　道路メンテナンス事業町道白子沢高松線越中田橋橋梁補修工事 白子沢地内 R8.10.30 2,940,000 遠藤建設㈱ 2,900,000

R8.7.14 令和８年度　Ｘ線透視診断装置の更新 あけぼの地内 R8.9.30 27,500,000 東北医療機器㈱ 24,500,000

R8.7.15 令和８年度　役場庁舎１階・２階トイレ改修工事 小国小坂町地内 R9.1.29 4,531,000 パイプライン 4,500,000

R8.7.17 令和８年度　林道盗人沢線改修工事 白子沢地内 R8.10.23 7,300,000 遠藤建設㈱ 6,800,000

R8.6.16※訂正 令和８年度　小国町水道事業上水道配水管路更新工事 小国町地内ほか R8.12.15 59,970,000 小国開発㈱ 59,500,000

単位（円）

1．各健診の日程等
　■３・４か月児健診
　・期　　日　９月４日㈮
　・受付時間　13：10～ 13：20
　・対　　象　Ｒ８年４月、５月生まれ
　■９・10か月児健診
　・期　　日　９月４日㈮
　・受付時間　13：10～ 13：20
　・対　　象　Ｒ７年10月、11月生まれ
　■５歳児健診
　・期　　日　９月４日㈮
　・受付時間　12：30～ 13：00
　・対　　象　Ｒ３年８月～11月生まれ
 ２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　健康管理センター（☎61－ 1000）へ



●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464
●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
　 　　　　 　　　　　　　☎ 62－2416

　　　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎ 62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●町民生活担当/危機管理担当　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター建設推進室

●住民窓口室
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●観光交流推進室

　ニュースポーツ大会の取材の際
に、小学生の子どもたちから声を

かけられました。話を聞くと、昨年講師としてお邪魔
した授業の時の私を覚えていたとのこと。子どもたち
の記憶力にびっくりするとともに、少しでも誰かの記
憶に残る仕事ができることを嬉しく感じながら過ご
したいと思ったひとときでした。　　　　　　（舟山）

編集後記

■日　時　８月22日㈯　10：00～ 11：00

■場　所　小国町民総合体育館

■内　容　「リズムで楽しくバランスボール②」

■参加費　500～ 750円

■持ち物　タオル・飲物

■申込締切　８月19日㈬

※バランスボールは無料でお貸しします（先着順）。

■申込・問合先

　　（☎ 62－5808）へ

おぐにスポーツイベント
８月の

特定非営利活動法人

　人口のうごき（令和８年６月 30 日現在）

人口　男・・・3,105 人 （－ ５）
　　　女・・・3,038 人 （－ ４） 
　　　計・・・6,143 人 （－ ９）
世帯数　　　2,817 世帯 （－ ４）

（ ６ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

戸籍のまど戸籍のまど

おくやみ申し上げます。

岩 﨑

伊 藤

渡 部

齋 　

保 科

金

大 滝

西

幸 町

松 岡

東 原

町 原

針 生

正

忠

便

信 雄

久 美

かね子

サダ子

（72）

（81）

（81）

（85）

(73)

(90)

(93)

誕生おめでとうございます。

相　談

８月 10 日㈪は児童手当の支給日です８月 10 日㈪は児童手当の支給日です

　８月 10日㈪は児童手当の支給日です。
　指定された請求者名義の口座に振り込み
ますのでご確認ください。
　児童手当は、年６回偶数月の 10日に、
前月までの２か月分を支給します。10日
が土日祝日の場合はその直前の平日に支給
します。
■問合先　
　健康福祉課福祉担当（☎ 61-1000）へ

岩 井 沢 色 摩
大 希
美 紀（朝

あ さ ひ

陽

▽行政相談▽行政相談
■日　時　９月５日㈯13：00～ 15：00
■場　所　役場相談室
■対応者　行政相談委員　林公子氏

■問合先　町民課町民生活担当へ

▽弁護士無料法律相談▽弁護士無料法律相談
■日　時　９月４日㈮10：00～ 15：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　町顧問弁護士
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民課町民生活担当へ

～小国町漁協渓流釣り大会～～小国町漁協渓流釣り大会～
■日時　９月５日㈯　８時～11時（受付：７時30分～）
■場所　マタギの郷交流館
       大会区間は長者原周辺とし受付時に案内します。
■定員　20 人（先着）
■参加費　2,000 円（昼食・飲み物付き）
■申込方法　８月 31 日㈪まで小国町漁業協同組      
合ホームページから申込みください。
■申込・問合先　小国町漁業協同組合（☎ 87-1944）へ

◀申込はこちらから！
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2026.8広報おぐに

ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.68No.68

　 夏を迎えた中田山崎地区

　中田山崎地区には、新潟県との県境に位置し「やまがた百名山」そして「新潟百名山」にも
選ばれている標高1,102ｍの大境山の登山口があります。県ホームページ『やまがた山』によると、
山頂からは飯豊連峰、朝日連峰、そして蔵王や吾妻連峰も望むことができ、非常に眺望が良い
山であるとされています。
　撮影日は、雲がかかってはいるものの、わずかながら残雪が残る飯豊連峰の姿をはっきりと
目にすることができ、一面に広がる水田と地区を流れるエメラルドグリーンに染まった玉川の
姿とともに、夏を象徴する一枚となりました。
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